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１．はじめに 

 渋谷駅周辺では東急東横線が地下化されたのを

皮切りに基盤整備事業が進められている．今後，当

社渋谷駅も大規模な改良工事を進めていくが，その

前段として当社営業線の直近，あるいは，上空に位

置する旧東急百貨店東横店東・中央館を解体する必

要があった．これに伴い，当社営業線上に解体材等

が直接落下しないよう万全を期するため，対策を行

う必要があった．今回は，対策として設置した落下

物対策工の施工報告をする（図―１,２,３）． 

２．施工上の課題 

 旧東急百貨店東横店東・中央館解体工事は基盤整備事業のク

リティカルとなっているため，施工日・施工時間をできる限り

確保し，本工事を施工することが重要であった．そこで，本工

事を行うにあたり課題の抽出を行った．その結果，以下の３点

が挙げられた． 

① ・・・作業可能日数が少ない 

② ・・・作業可能時間が短い 

③ ・・・作業に支障する設備が多い 

以上の３つの課題の詳細を以下に述べる． 

①  鉄骨架設工事について，当初施工計画では，全て山

手貨物線（以下、山貨線という）側に軌陸車を配置し

て作業を行う予定であった．このため，山手線と山貨

線の両方の線路閉鎖及びき電停止可能日に作業が限定

されていた． 

②  落下物対策工施工にあたって必要となる材料を軌陸

車にて運搬する必要があったが，軌陸車載線箇所から

施工箇所まで約 1.5km あることから，運搬時間に時間

を要していた（図―４）．また，鉄骨架設工事にあたっ

ては実作業時間がき電停止時間に左右されるため，約

2 時間しかとれなかった（図―５）． 

③  （Ⅰ）基礎を設置する際，事前に試掘を行った結果，軌道脇にある広告看板基礎が想定より大きく，当

初の基礎形状では支障することが判明した（写真１）．（Ⅱ）支柱受桁・支柱を設置する際，通信ケーブル

と支柱受桁・支柱が接触する恐れがあった（写真２）． 
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図－３ 落下物対策工（側面図） 

 

図－２ 落下物対策工（新宿方断面図） 
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３．課題の対処方法 

 前項の対処方法を以下に

示す． 

①  鉄骨架設に必要な軌陸

車（軌陸高所作業車・軌

陸 4.9t クレーン・軌陸ユ

ニック車）を全て山貨線

に載線する計画から，山

手線にも載線する計画に

変更し，山手線の片方の

みき電停止可能日でも作業を

行うことができるようにした

（図―６）．これにより，山手

貨物線のき電停止に左右され

ることなく，山手線側の鉄骨架設作業を進めることが可能となり，

作業日数をより多く確保することができた． 

②  山手線の線路閉鎖時間は，山貨線より着手時間が約 1 時間遅い．

そのため，山貨線から山手線に載線可能な箇所まで軌陸車を進入さ

せ，できる限り施工箇所に近づけた状態で一時待機させることで，

作業時間を確保させることにした（図―４）． また，山手線の線路

閉鎖着手後、軌陸車を作業箇所に待機させることにより，

き電停止後，鉄骨架設作業に取りかかれるようにした． 

③  （Ⅰ）広告看板を移設する計画とした場合，移設に時間

を要するため，広告看板基礎と支障しないように基礎の形

状を矩形から円形へ変更することにした（写真１）．（Ⅱ）

通信ケーブルを移設する計画とした場合，手続きや工事に

時間を要し，十分な工程を確保することができなくなるこ

とから，防護管を取り付けた上で施工することにした．そ

の結果，より近接した範囲で施工することが可能となり通

信ケーブルを張り替える必要が無くなった（写真２）． 

作業に支障する設備に対して対処を施すことにより，大

きく工程を遅らせることなく施工す

ることが可能となった． 

４．おわりに 

 本工事は施工上の課題を対処すること

により，2013 年 12月に完了させることが

できた．今後は、当社の渋谷駅改良事業

や周辺事業者の工事が本格化し、施工条

件がより厳しくなることが想定されるが，

引き続き列車の安全・安定輸送の確保に

努めていく． 

図－４ 軌陸車進入ルート・軌陸車待機箇所 

図－５ 線路閉鎖時間・き電停止時間作業可能時間 

 

写真１ 広告看板基礎支障状況 

図－６ 鉄骨架設方法

（新宿方・山手線上空） 

 

写真２ 防護管設置前後状況 

大
崎
方

山手線 外回り

山貨線 下り線

新
宿
方

渋谷保守基地線

工事用通路
（原宿載線場）
（8k700m付近）

(7k100m～7k250m)
渋谷駅 原宿駅

山貨線 上り線

山手線 内回り

施工箇所

線路閉鎖着手前軌陸車待機場所
（山手線）

約1.5km

約0.7km 約0.8km（凡例）

山貨線軌陸車載線ルート
山手線軌陸車載線ルート

山貨線ホーム

山手内線ホーム

山手外線ホーム

山手線ホーム

山貨（下）

当初基礎
設置範囲 変更後基礎

設置範囲

広告看板基礎

防護管

山貨（上） 山貨（下）

防護管設置後

通信ケーブル

防護管設置前

山貨（上） 山貨（下）

落下物対策工設置位置

23時 0時 1時 2時 3時 4時 5時

山貨線（上り）
山貨線（下り）

山手線（内回り）
山手線（外回り）

山貨線
山手線

線路閉鎖作
業可能時間

き電停止作
業可能時間

鉄骨架設

可能時間

（約2時間00分）

山
貨
（上
）

山
貨
（
下
）

山
手
（内
）

旋回

旧東急百貨店

軌陸車

Ⅵ-37 第41回土木学会関東支部技術研究発表会


